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おやま～る北側の駐車場利用は、高齢の方や妊婦、
幼児連れの方、障がいをお持ちの方、大きな荷物等
がある方に限定させていただいています。

一般の方は市役所の駐車場をご利用ください。

・市民活動センターからのお知らせ

8月と9月と10月の事業
・登録団体紹介

   ・SUNNY.農園
・NPO法人飛翔の森

・リレーコラム
「地域活性化研究会STONY(ストーニー)」
の15年間を振り返って

もくじ

地域見える化情報庫は、社会課題とそれに対する市や団体の取り組みをまと
めた情報です。HPに記事を掲載しております。多目的室には20テーマの新
聞の切り抜きファイルがあります。

おやま～るInstagram
で、登録団体紹介

の投稿もはじめました！

ハートプラスマークは、内部障がい・内臓疾患の存在を視
覚的に示し、理解と協力を広げるために作られました。身
体内部を意味する「ハートマーク」に、思いやりの心を
「プラス」したもので、「ハート・プラスの会」により全
国的に普及活動が行われています。内部障がい・内部疾患
は、一般社会での認識がまだ十分ではなく、外見からは障
がいがあることが分かりにくいため、バスの優先席を使用
する時や障がい者駐車場を利用する時に、様々な誤解を受
けたり、必要な手助けを受けられなかったりすることがあ
ります。小山市では、ご希望の方にハート・プラスカード
を発行しています。理解の輪を広げていきたいですね。
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9/7(土)「おやまるランド」出展団体
◆いちごfam
子育てを地域で楽しむための小山市子育て
コミュニティ！ハイハイレースを初開催し
ます。ぜひ、お気軽にご参加ください！

◆開運戦士ブレイバーンおやまヒーロー部
小山のヒーロー「開運戦士ブレイバーン」
登場！子どもたちの笑顔のためにヒーロー
活動中です！

◆ステップアップ防災おやま 
女性や子どもに防災へ興味を持ってもらう
ために活動開始！ぬりえ、つり防災、幼児
向け防災リュック展示を行います。

◆昔あそびボランティアの会 
昔あそびを簡単にできるようにした「エコ
とんぼ」「びゅんびゅんこま」などを作っ
て遊ぶ体験！

◆栗林荘手芸部 
子どもたちの居場所づくりをしています！
編み物、刺繍、アルコールインクアート
などワークショップを実施します！

◆おやmatch
地域の子育て世代の交流、多文化共生につ
ながる活動をしています！外国の絵本紹介、
折り紙であそびましょう！

◆NPO法人栃木おやこ劇場
親子で文化、芸術を楽しもう！忍者修行の
的あてに遊びに来てね！

◆おやま～る 
木のアニマルおもちゃワークショップ！
動物をかわいくデコレーションしよう！

こどもの成長にかかせない「遊びの場」を市民のチカラで創り、こども
たちが地域と“ふれあう”イベント！楽しい遊びが大集合！
実行メンバーと一緒に盛り上げます！スタンプラリーで先着30名のこど
もたちにプレゼントあり！お気軽にお越しください！
※参加費ありのブースはホームページをご覧ください。

小山市市民活動センター

詳しくは、
こちら！

【おやま～る登録団体さんへ】

9/7(土)開催「おやまるランド」
で団体のチラシ・パンフレット
コーナーを設置します！

紹介したいパンフレット・
イベント情報などがございま
したら、ぜひ、おやま～るに
事前にお持ちください！

「地域活性化研究会STONY(ストーニー)」の15年間を振り返って
があります。
私としても、何かを深く研究しようという考えには

至らず、むしろ人とのつながりを重要視し、「自らの
覚醒を促す」という視点でたくさんの人に様々な先駆
者の話を聴いてもらう機会を創出する場として、会の
存在を大切にしてきました。
そのお陰もあり、仕事の面では「小山市・結城市友

好都市盟約の締結」や「小山地区（小山市・下野市・
野木町・結城市）定住自立圏構想の実現」といった政
治的意味合いの強い広域連携も、その有用性を感じて
いたので、前のめりに取り組むことができました。
プライベートでも、この会をキッカケにたくさんの

人とつながることができました。 茨城県内の公務員
のつながり「いばらきレボリューション」を知り、そ
の活動に加わることで、さらに多くの人たちとつな
がっていきました。職場や組織・公務員の垣根・自治
体の枠を越える「越境」をテーマに2017年に結城市
で開催した「関東自主研サミット」では企画運営から
関わり、関東一円から120人を超える公務員に集まっ
ていただけたのも、結城市に籠っていたら訪れない機
会でした。そうしてできたつながりは、公私にわたっ
て大きな財産になりました。
最後に、これから市民活動に取り組もうと考えてい

る方に、私の経験から一言。誘われたら面倒だと思っ
ても行ってみてください。どんな場所にも自分の役割
は必ずあります。誰でも少し踏み出せば、自分を活か
し楽しめる役割が見つかるはずです。そして、何かに
気が付いたら、「気づいた人の責任」として、自分で
やってみる。「責任」という言葉が重いなら「気づい
た人の特権」として続けていくと、きっと楽しいと思
いますよ。（ゆめ評定 理事 飯島敏雄）

私が幹事を務めている「地域活性化研究会STONY」
は、小山市近隣自治体の職員有志を中心とした勉強会で、
現在は隔月で開催しています。名称は、設立時に参加し
た５つの自治体（小山市・栃木市・下野市・野木町・結
城市）の頭文字をシャッフルして「STONY」と決めま
したが、「石のような結束」とは名ばかりのゆるくつな
がるグループです。
結城市の職員である私が2007年度に市民協働の担当

課に異動したことがキッカケで、結城市の総合計画策定
に関わる委員を務められていた白鷗大学教育学部（当
時）の結城史隆教授（以下、「結城さん」）のお世話に
なり、結城さんが関わられていた栃木県南の自治体が主
催する市民協働シンポジウムや公募型補助金プレゼン
テーションなどに出向く機会を得ることができました。
そしてその後、結城さんから、これまで得た知見とつ

ながりを活かそうと研究会発足の声がかかり、近隣の自
治体職員に呼びかけて2010年４月に研究会が開催され
ました。
会場は主に白鷗大学キャンパスで、講師は持ち回りで、

開催を担う自治体が決めるのがルール。まちづくり活動
に携わっている民間人や興味深い活動をしている自治体
職員など、みんなに聴かせたい人を講師として連れてく
るという形式で運営され、終了後は懇親会を開き、話を
さらに深掘りするというスタイルで、今年で15年になり
ます。
構成自治体の人口を合計すると50万人になることから、

結城さんは当初「北関東中央地域活性化研究会」と称し
て、壮大な研究成果を紀要にまとめたいと考えていたよ
うですが、数年に一度幹事が集まって今後の方向性を話
し合う度に、「外部の人と積極的に交わる公務員の居場
所という存在が良い」という意見に落ち着いてきた経緯

こどもが育つたまり場
Instagram 始動

・たまり場の活動
・こどもの育ちに関する集まり
など情報をお届け！

こども・子育てに関する団体
地域づくりをしている団体など



「SUNNY.農園」は、中学生を中心に豊田地区の空き農地で40種
類もの作物を育て、自分たちが地域でできることを考え挑戦してい
るボランティアグループです。9名のメンバーは、勉強と部活動を両
立させながら主に週末に活動。「チャンス、チャレンジ、チェン
ジ」をキーワードに、2023年から未来を拓く若者パワーで地域とつ
ながり活動中です。

中学生一同

SUNNY.農園

発達支援飛翔のもりは、未就学児、就学児の療育施設を運営し、子どもたちひとり一人に寄
り添い、「遊び」を通して心身の成長・発達を大切に療育を続けています。
代表の宇梶さんは、定年後に何かボランティアをしたいと考えていました。当時、発達支援

を行う療育施設は小山市に１つしかなかったため、畑だった土地を買い取り、2003年に未就学
児、就学児をマンツーマンで療育する「リズム園」を開設しました。

専門家が保護者や子どもの生活全般の相談に丁寧に対応する
ことや、子どもたちの様子や成長の記録も欠かせません。また、
保護者の要望に応じて保育所や学校に訪問し、保護者と先生を
交えて情報交換や助言も行っています。
地域の人やスタッフに支えられて20年が経ち、200名以上の

子どもたちが登録してくれています。これからも子どもたちが
主体となって、遊びを通して心と体を育む時間を大切にしなが
ら活動を続けていきます。 代表 宇梶 志郎さん

「リズム園」での活動の様子

「リズム園」

特定非営利活動法人発達支援飛翔のもり

8月と9月と10月の事業

コミペ「おやま～る」は小山市市民活動センターの登録団体（代表者）にお届けしています。また、小山市内の
公共施設や栃木県内の中間支援センターなど市民活動に携わる方が出入りする場所に置かせていただいています。

また、能登半島地震では「何か自分たちでで
きることはないか」と、募金活動への参加や
チャリティマルシェを開催し被災地に寄付しました。こうした活動の中で
「様々な人や分野を知って、視野を広げたい」 「人の役に立ちたい」と
いう想いがメンバーに芽生えています。

その後、支援の幅を広げるために、小中学生向け小グループ
療育施設「森のリズム園」、小中学生向け放課後支援施設「花
のリズム園」を開設。無償で提供してもらった畑には野菜も育
てています。「リズム園」という名の通り、特に音楽で心と体
を豊かに育む時間を大切にしています。
当園には、「切り替えが難しい」「言葉が遅い」「落ち着き

がない」などの悩みや不安を抱えた保護者が来園します。初め
て療育を受ける子どもたちも多く、入園時に子どもの発達具合
を把握し、適切な療育に繋げています。

小山市市民活動センター事業は
①HPの申し込みフォーム ②電話(0285-20-5562）③来館にて受付け

「災害ボランティア」に関するギモンを講
話とワークで徹底解説します！災害支援に
ついて一緒に考えてみましょう！

～今だからこそ学ぶ～
災害ボランティア超入門講座

日 時｜8/24（土）10:00～12:00
場 所｜おやま～る研修室
定 員｜30名程度
参加費｜無料
申込み｜おやま防災HP
主 催｜災害支援ネットワークおやま防災

アートdeダイアログ

「親しみやすい生涯学習センターづくり」
を題材に、水彩画家の“いまげん”さんとま
ちなかアートを考えてみませんか？ 

②DAY2
日 時｜8/6（火）13:30～15:00
場 所｜おやま～る研修室
定 員｜30名
参加費｜無料
共 催｜生涯学習センター、

Aircraft Career

ママの笑顔はこどもたちにとっての宝物。
「こどもたちとママ」を取り巻く環境につ
いて事例から学び共有します。次に「ママ
の笑顔を支える地域づくり」について、支え
る側も笑顔になれる意見交換をしましょう！

ママの笑顔を支える地域づくり
～ママの笑顔で、みんなハッピー！～

日 時｜8/10（土）10:00～12:00
場 所｜おやま～る研修室
定 員｜20名程度
参加費｜無料
発 表｜前沢真希さん(ママステーション)

～パソコン設定からはじめる～PC基礎講座

あなたのパソコン、活用されていますか？使わないでいるとせっかくのＰＣスキルも忘れられてい
きます。はじめての方も、思い出したい方も一緒に楽しく学びませんか？ゆっくり丁寧に進めてい
く2回連続講座

場 所｜おやま～る研修室
対 象｜パソコンの基礎を学びたい方
参加費｜資料代500円
講 師｜渡邊吉秀氏(小山市ITボランティア）
定 員｜15名
持ち物｜パソコン（Windows10・Word）、

USBメモリー
共 催｜小山市ITボランティア

➀WindowsとWordの設定、文字を美しく揃える
日 時｜9/5（木）9:00～12:00

➁イベント等開催案内の作成演習
日 時｜9/6（金）9:00～12:00

代表の高橋さんは、近所にある農地を無償で借りて開墾する際、
「折角だから一緒に」という想いから自身の子どもの同級生たちにも
呼び掛けて畝づくりを開始。初めて農具を扱ったメンバーもいて思い
出深い活動となりました。
農園では、大きな畝に落ち葉を被せ、糸状菌の力で無農薬の野菜を

育てる「菌ちゃん農法」で季節の野菜を混植しているのが特徴です。
昨年11月のマルシェ初出店では収穫した野菜を販売し、自分の言葉

で育てた野菜の魅力を伝える大切さや喜びを感じました。

２年目を迎え、地域の人や他団体とも協力して活動を拡げていま
す。子ども食堂へ野菜の寄付、学生団体Rainbowとコラボイベン
トも実施しました。今年は、初めて在来大豆を植えます。これから
の未来を選ぶ若者の挑戦を応援していただけると嬉しいです！

日 時｜奇数月 第２日曜日 10:00～12:00
9/8  11/10 1/12 3/9

＊お1人様30分を目安とさせていただいております。
場 所｜おやま～る 研修室
申込み｜申込みフォーム、電話、来館
共 催｜小山市社会福祉協議会、

小山市傾聴ボランティア協議会

対面傾聴「傾聴ルームおやま」

11月「スムーズな団体立ち上げと
運営のための講座」

10/20「西口まつり」
運営ボランティア募集中!!

HPの申込みサイト、電話にて受付中！
（おやま～る 0285ｰ20-5562）

＊募集期間 8/1～10/10

西口まつり全体を円滑に運営するためのボラン
ティアをおやま～るで募集しています！
昨年は、下記のようなボランティアがありました。

◎駐車場の整備・案内
◎会場案内 ◎ブースのサポート

Instagram

実際に現場でボランティア活動をしましょう！

「おやま～る」に集まって、ボランティアの心構えなど
を把握しましょう。

＊10月上旬開催予定。日時等決まり次第連絡します。
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